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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内容物が収納されたレトルトパウチに設けたスパウト先端に、スパウト側シール層と、
中間のガスバリア層と、カバープレート側シール層からなる３層構造のシール部を設けて
密封し、該シール部上に、外径がスパウトの外径を超えずかつ内径よりも大であるカバー
プレートを設けたパウチ用スパウトのシール構造であって、前記シール部および前記カバ
ープレートが、パウチ外に剥き出し状態に形成されていることを特徴とするパウチ用スパ
ウトのシール構造。
【請求項２】
　前記カバープレートとカバープレート側シール層とを一体に構成してなる請求項１記載
のパウチ用スパウトのシール構造。
【請求項３】
　前記シール部は剥がし片を有してなる請求項１または２記載のパウチ用スパウトのシー
ル構造。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、飲料、調味料、流動食、化粧品、液体洗剤等を収容するスパウト付きパウチに
おけるスパウトのシール構造に関し、より詳しくは、スパウトに保護部材としてのカバー
プレートをガスバリアー性のあるシール部を介して設けたパウチ用スパウトのシール構造
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に関する。
【０００２】
【従来の技術】
スパウト付きパウチは、飲料、調味料、流動食、化粧品、液体洗剤等を収容するものとし
て、現在広く使用されている。このスパウト付きパウチ５０におけるスパウトのシール構
造は、図５に示すように、スパウト５１を備えたパウチ５２の一部を未シール箇所として
（図示せず）、そこからパウチ内に内容物を入れたあと、スパウト５１にアルミ箔５３を
貼り密封性を確保し、更に、このアルミ箔５３を破損から保護するためネジ式キャップ５
４をスパウト５１に螺着するものや、図６に示すように、打栓式キャップ５５をスパウト
５６に打ち込むものもある。そして、スパウト５１および５６にネジ式キャップ５４およ
び打栓式キャップ５５を付けたまま、内容物が飲料、調味料、流動食等の殺菌を必要とす
る場合には、レトルト（殺菌）にかけ、製品として出荷している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来例のネジ式キャップ５４を螺着したシール構造のスパウト付きパウチ５０では、
レトルトにかけると、スパウト５１とネジ式キャップ５５とのネジの隙間からレトルト水
が入り込み、アルミ箔５３上に残存することになる。更に、このレトルト水が蒸発すると
、アルミ箔５３上にレトルト水の錆などの汚れが残り、視覚的に悪く衛生上からも好まし
くない状態となる。
【０００４】
また、このネジ式キャップ５４を有するシール構造のスパウト付きパウチ５０では、スパ
ウト５１からネジ式キャップ５４を外しアルミ箔５３を剥がしてから内容物を利用する２
操作開封となり、製品コストも高くなる。また、打栓式キャップ５５を有するスパウト付
きパウチ５７では、１操作開封であるが、打栓式キャップ５５のために嵩張る上に製品コ
ストも高いという問題がある。
【０００５】
そこで、本発明の目的は、レトルト水の残留を無くし、ワンタッチ操作で開封出来、更に
構造を単純化し製作も容易にして製品コストを低くすることが出来るパウチ用スパウトの
シール構造を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記目的を達成するために提案されたものであって、下記の構成からなるこ
とを特徴とするものである。
　すなわち、本発明によれば、内容物が収納されたレトルトパウチに設けたスパウト先端
に、スパウト側シール層と、中間のガスバリア層と、カバープレート側シール層からなる
３層構造のシール部を設けて密封し、該シール部上に、外径がスパウトの外径を超えずか
つ内径よりも大であるカバープレートを設けたパウチ用スパウトのシール構造であって、
前記シール部および前記カバープレートが、パウチ外に剥き出し状態に形成されているこ
とを特徴とするパウチ用スパウトのシール構造が提供される。
　この構成により、スパウトのシール部をカバープレートにより保護でき、シール部を剥
がせば開封でき、シール部およびカバープレートは剥き出し状態であるからレトルト時に
レトレト水が残留せず、それに由来する汚れも生じない。更に、シール部を３層構造にす
ることにより、スパウトはスパウト側シール層でシールされ、カバープレートはカバープ
レート側シール層で接合され、パウチ内の内容物はガスバリアー層にて密封される。また
、カバープレートの外径がスパウトの外径を超え、かつ、内径よりも大にしたことにより
、カバープレートに側方から外力が加わっても、シール部から剥がれにくく、かつ、シー
ル部の破損を防止することが出来、スパウトにシール部およびカバープレートを設けるだ
けであるから、構造および製作も単純となる特徴がある。
【０００９】
　また、本発明によれば、前記カバープレートとカバープレート側シール層とを一体に構
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成してなる上記パウチ用スパウトのシール構造が提供される。
　この構成によれば、上記請求項１記載の発明の機能に加えて、カバープレートとそのシ
ール層とを一体にした分、構造と製作が単純化するという特徴がある。
【００１０】
　また、本発明によれば、前記シール部は剥がし片を有してなる上記パウチ用スパウトの
シール構造が提供される。
　この構成によれば、上記請求項１または２記載の発明の機能に加えて、剥がし片を手指
にてつかみシール部を開封できるという特徴がある。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下に、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
図１は本発明の実施形態を示すパウチ用スパウトのシール構造を適用したスパウト付きパ
ウチの正面図、図２は図１の要部を拡大した断面図である。両図において、スパウト付き
パウチ１は、二枚重ねにした包装材２にて袋状にしてなるパウチ３と、このパウチ３の上
縁部に挿入固着されたスパウト４とからなる。このスパウト付きパウチ１におけるスパウ
ト４は、パウチ用スパウトのシール構造（以下、単に、「シール構造物」という）５が設
けられ密封される。このシール構造物５は、パウチ３に設けたスパウト４にガスバリアー
性を有するシール部６を設けて密封し、このシール部６上にこれを保護するカバープレー
ト７を設けてなるものである。
【００１２】
前記パウチ３は、二枚重ねにした包装材２の周縁部２ａをヒートシールして上縁部に開口
部を残した袋状にしたものである。包装材２は、内容物を充填保持できるのはもちろんの
こと、それ自身がヒートシール出来、パウチ３の開口部にスパウト４を挿入固着できる素
材が使用される。
そして、スパウト４は、その材質は特に限定されるものではないが、パウチ３およびシー
ル部６と溶着できるものであることが求められる。通常、ＰＥ（ポリエチレン）、ＰＰ（
ポリプロピレン）、ＰＶＣ（ポリ塩化ビニル）、ＰＳ（ポリスチレン）、ＰＣ（ポリカー
ボネート）などが使用され、なかでも、ＰＥ、ＰＰが成形性やコスト面から好ましく用い
られる。
【００１３】
前記シール構造物５のシール部６は、スパウト４を密封しパウチ３内外を完全に遮断する
ものであり、スパウト側シール層１０と、中間のガスバリアー層１１と、カバープレート
側シール層１２とからなる３層構成であり、その一部が延出して剥がし片１３を形成して
いる。スパウト側シール層１０は、スパウト４とシールするためのものであり、その材質
は限定されるものではないが、スパウト４とのシール加工性から同材質のものが好ましく
使用される。従って、スパウト４の場合と同様に、ＰＥ、ＰＰ、ＰＶＣ、ＰＳ、ＰＣなど
が使用され、なかでも、ＰＥ、ＰＰが好ましく用いられる。また、カバープレート側シー
ル層１２は、ある程度剛性があり、落下などの衝撃により破損しないことが要求され、更
に、カバープレート７と接合し易いことが要求される。通常スパウト側シール層１０と同
材質のものが使用されるが、カバープレート７の材質によっては、異なる材質のものが使
用される場合もある。
【００１４】
前記ガスバリアー層１１は、スパウト４を密封してパウチ３内外を遮断し、内容物を保護
するためのものであり、その目的に合うものであれば材質は特に限定されるものではなく
、敢えて例示すれば、アルミ箔、ナイロン、エバールなどが好ましく用いられる。
【００１５】
　前記カバープレート７は、シール部６の破損を防止するためのものであるから、剛性が
ありスパウト全体を覆うものでなければならない。ただし、スパウト４の外径より余り大
きいものは、側方からの外力によって剥がれ易くなるからカバープレート７の外径Ｒは、
スパウト４の外径Ｒ１を超えずその内径Ｒ２より大であることが必要である。これにより
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、カバープレート７に側方から外力が加わっても、その外径Ｒは、スパウト４の外径より
内側にあるから、シール部６からカバープレート７が剥がれにくく、スパウト４の内径Ｒ
２より大であるからシール部６を破損から守る。なお、カバープレート７の材質は、特に
限定されるものではないが、落下などの衝撃に耐え得るものが好ましく、例えば、ＰＥ、
ＰＰ、ＰＶＣ、ＰＳ、ＰＣなどの単層品が挙げられるが、なかでも、ＰＥ、ＰＰがコスト
の面からも好ましい。
【００１６】
そして、前記スパウト４に前記シール構造物５を溶着するには、スパウト４、シール構造
物５、すなわち、シール部６のスパウト側シール層１０およびカバープレート側シール層
１２並びにカバープレート７が同材質であると都合が良い。
その溶着方法は、特に限定がないが、インパルス溶着法、高周波溶着法、超音波溶着法な
どである。
【００１７】
次に、上記構成のシール構造物５を有するスパウト付きパウチ１の使用形態を説明する。
まず、スパウト付きパウチ１の一部に設けた未シール部（図示せず）から内容物をパウチ
３内に入れ、スパウト４上にシール構造物５を載置する。すなわち、スパウト４上にシー
ル部６を載せ、更にシール部６上にカバープレート７を載せて、その状態でインパルスシ
ーラー（図示せず）にて、図２に示す３か所の溶着部分△を同時に溶着して、内容物入り
のスパウト付きパウチ１を密封して、最終製品とする。この最終製品を消費するには、シ
ール構造物５の剥がし片１３を手指でつかみ、スパウト４からシール構造物５を剥がせば
、開封できるからパウチ３内の内容物を利用することが出来る。
【００１８】
図３は本発明の他の実施形態を示すパウチ用スパウトのシール構造の断面図であり、図３
のシール構造物５ａと図１、２の実施形態との相違点は、カバープレート側シール層１２
とカバープレート７とが一体に構成され、その分製作が容易となっている点にある。その
他の構成、作用は図１、２の実施形態と同様なので図面に符号を付してその説明を省略す
る。
【００１９】
また、図４は本発明の他の実施形態を示すパウチ用スパウトのシール構造の断面図であり
、図４のシール構造物５ｂと図１、２の実施形態との相違点は、カバープレート側シール
層１２がなく、シール部６ａのガスバリアー層７にカバープレート７が直接溶着構成され
、その分材料が少なく、製作が容易となっている点にある。その他の構成、作用は図１、
２の実施形態と同様なので図面に符号を付してその説明を省略する。
【００２０】
以上、本発明の実施形態を説明したが、発明の要旨を逸脱しない限り、具体的な構成はこ
れに限定されるものではない。
【００２１】
【発明の効果】
以上詳述したように、請求項１の発明によれば、スパウトのシール部をカバープレートに
より保護でき、シール部を剥がせば開封でき、シール部およびカバープレートは剥き出し
状態であるからレトルト時にレトルト水が残留せず、それに由来する汚れも生じないとい
う特徴がある。また、スパウトにシール部およびカバープレートを設けるだけであるから
、構造および製作も単純となる。従って、スパウトのシール部の保護状態を保持したまま
、レトルト水の残留を無くして見た目を良くでき、ワンタッチ操作で開封が出来、しかも
構造面・製作面から製品コストを低くすることが出来る効果がある。
【００２２】
　また、スパウトはスパウト側シール層でシールされ、カバープレートはカバープレート
側シール層で接合され、パウチの内容物はガスバリアー層にて密封される。従って、スパ
ウトとシール層とカバープレートとのシールを確実に保持でき、更にパウチ内外を完全に
遮断して内容物に影響を与えない効果がある。
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【００２３】
　また、カバープレートは側方から外力が加わっても、スパウトの外径より内側にあるか
ら、シール部から剥がれにくく、更にカバープレートはスパウトの内径より大であるから
、シール部の破損を防止する。従って、シール部の破損を確実に防止して、パウチ内の内
容物に影響を与えたり、こぼれたりしない効果がある。
【００２４】
　また、請求項２の発明によれば、カバープレートとシール層とを一体にした分、構造と
製作が単純化するというメリットがある。
【００２５】
　さらに、請求項３の発明によれば、剥がし片を手指にてつかみシール部を開封できるた
め、シール部の開封が容易となる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態を示すパウチ用スパウトのシール構造を適用したスパウト付き
パウチの正面図である。
【図２】図１の要部を拡大した断面図である。
【図３】本発明の他の実施形態を示す図２と同状の断面図である。
【図４】本発明の他の実施形態を示す図２と同状の断面図である。
【図５】従来例を示す１部を切欠した正面図である。
【図６】従来例を示す１部を切欠した正面図である。
【符号の説明】
１，５０，５７　　　　　　スパウト付きパウチ
２　　　　　　　　　　　　包装材
２ａ　　　　　　　　　　　周縁部
３，５２　　　　　　　　　パウチ
４，５１，５６　　　　　　スパウト
５，５ａ，５ｂ　　　　　　パウチ用スパウトのシール構造（シール構造
物）
６，６ａ　　　　　　　　　シール部
７　　　　　　　　　　　　カバープレート
１０　　　　　　　　　　　スパウト側シール層
１１　　　　　　　　　　　ガスバリアー層
１２　　　　　　　　　　　カバープレート側シール層
１３　　　　　　　　　　　剥がし片
５３　　　　　　　　　　　アルミ箔
５４　　　　　　　　　　　ネジ式キャップ
５５　　　　　　　　　　　打栓式キャップ
Ｒ　　　　　　　　　　　　カバープレートの外径
Ｒ１　　　　　　　　　　　スパウトの外径
Ｒ２　　　　　　　　　　　スパウトの内径
△　　　　　　　　　　　　溶着部分
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